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項目数 № 分野 重点 関係 評価項目・取組内容 達成 状況 取組状況 改善方策 評価項目 実施方法 総合

1 精道中学校

夢と志を持って、
たくましく未来を
切り拓く生徒の育
成
○命を大切にし、
仲間とともに夢に
向かって歩み続
ける生徒
〇互いを尊重し
認め合える生徒
〇生徒が安心し
て通える朗らかな
学校
〇地域から信頼
され、応援される
学校
〇誠実に生徒と
向き合う教師
〇豊かな人間性
と常に学び続け
る向上心のある
教師

（１）命と人権、一人一人
の生徒の尊厳を尊重す
る教育を基盤として、全
ての生徒が主体的・意
欲的に活動し、ともに関
わり合い、支え合い、学
び合うことができる教育
環境を整備する。
（２）学校の教育活動全
体を通して、生徒自らが
考え、判断し、主体的に
行動できる力を育成す
る。またそのための研
究・研修の機会の充実
を図る。
（３）教職員は生徒の学
びを支える最大の教育
環境であると捉え、教職
員がゆとりを持って生徒
と向き合う時間を確保す
るとともに、教職員の資
質・指導力・チーム力の
向上を図る。
（４）様々な事案を想定し
た危機管理体制を構築
し、職員間の報告・連
絡・相談の徹底を図る中
で、危機事案の未然防
止の取組を強化する。

2 1

生徒の
自主性、
主体性を
育てる。

2

◎生徒が自主的
に時間を守るよう
にしている。
◎生徒が学校行
事に積極的に参
加するよう取り組
んでいる。

C

本校ではこれまでも、
生徒自ら学校や学年
の行事を運営するな
ど、自立した生徒集
団を作るよう指導して
きた。本評価項目は、
生徒に高い肯定的な
回答が見られるもの
の、教職員はまだ課
題があると感じてい
る。今後、学校行事だ
けでなく、日常生活を
通して、生徒が相互
に呼びかけ、望ましい
生活習慣が身に着け
られるよう働きかけて
いけたいと考える。

生徒の自主
性、主体性を
高めるには、
学校行事だけ
でなく、日常的
に多様性が認
められることが
条件になってく
るのではない
か。グランドデ
ザインに登校
したくなるよう
な学校づくりを
前面に出して
全教職員が一
丸となって取り
組むよう期待
する。

生徒・保護者・教
職員アンケートを
比較し、差異のあ
る部分を分析する
など、エビデンス
に基づく学校評価
が実施されてい
る。また、学校運
営協議会から「グ
ランドデザインに
ついて」「普段目
にしている生徒や
教職員について」
その他の意見を
集約し、それらす
べてをアンケート
結果ととともに学
校だよりに掲載、
広報し、透明性の
ある評価とするこ
とができた。

生徒、保護者、教
職員の三者に同
じ項目について調
査したところ、項
目によってはよっ
ては三者の回答
にある程度の差
が見られるものが
あった。生徒、保
護者の肯定的な
回答が教職員に
比べ少ない項目
については、謙虚
に受け止め、来年
度の学校経営に
生かせるよう「グラ
ンドデザイン」に盛
り込み、今後も学
校と家庭との連携
に努める必要が
ある。

教職員が
ゆとりを
持って生
徒と向か
い合う。

2 山手中学校

生徒の学力向
上、豊かな人
間性の育成、
健康な体力づ
くり、安全で安
心な環境の提
供、持続可能
な運営の確立
です。これらを
実現するた
め、指導力の
向上、地域連
携、効率的な
運営改善を進
め、生徒一人
ひとりの成長
を支援する。

１．個別指導や補習
を通じて、基礎学力
の定着と応用力の
向上を図る。
２．共感力や自己表
現の力を養い、協
力する姿勢を育む。
３．生徒が安心して
学べるよう、生徒指
導体制を強化に取
り組む。
４．地域との連携強
化:をはかり保護者
や地域と協力し、学
びの環境を支える
体制を確立する。

2 2 地域との連携 4

・地域住民や小
学生が学校活動
に関心を持ち、山
手中学校への理
解と信頼が深ま
る。
• 取り組み内容:
学校行事の地域
公開、地域住民
との防災訓練、
小学生向けイベ
ントの開催。

B

・生徒会や一部生徒
の参加に留まり、情
報発信不足が課題。
特に小学生や岩園地
域との交流が限定
的。
•  小学生を対象にし
た「山手中学校見学
会」の企画。
・SNSを活用した地域
域住民への定期的な
情報発信。
・地域行事の広報を
強化し、幅広い参加
を呼びかける取り組
みの促進。

小学生を対象
にしたオープン
スクールを実
施して、山手
中学校の魅力
を直接伝える
ようにしまし
た。また、SNS
で地域住民に
対して定期的
に情報発信を
行いました。今
後は更に地域
行事への参加
を促進すること
で、学校と地
域の絆の強化
をしたいと考え
ます。

教職員、生
徒、保護者は
同様の質問に
対して、それぞ
れの視点の違
いを比較して
いる。また、学
校運営協議会
の方々には文
章形式で具体
的な評価をし
ていただき、総
じて「おおむね
良好」な評価を
得ました。

全体的に良い
評価をいただ
きました。今
後、山手中学
校がより開か
れた学校を目
指すために、
地域やコミス
ク、また小学校
との交流を一
層深めていくこ
とを提案されま
した。

生徒指導

3 潮見中学校

目標：「生徒は通いた
い、保護者は通わせ
たい、地域は応援し
たい、職員にとって働
きがいのある学校」
〈目指す生徒像〉
（１） 夢や目標に向
かってチャレンジする
生徒を育てる。
（２） 主体的に学習に
取り組もうする意欲あ
ふれる生徒を育てる。
（３） 生命や人権を尊
重し、互いを認め合
い、思いやりのある生
徒を育てる。
　学校は地域の共有
財産であるとの認識
を持ち、教師のものさ
しだけではなく、地
域・保護者の見方や
考え方、生徒の視点
やさまざまな思いを受
けとめながら、信頼関
係を構築し、豊かな
感性に基づいた学び
を実践し、教師力を磨
いていく。また、教職
員一人一人が学校経
営に参画する意識を
持つとともに、協働体
制を築く。

1 確かな学力の定
着に努める。
2 豊かな心の育成
に努める。
3 心通い合う生徒
指導に努める。
4 健康で活力ある
生徒の育成に努め
る。
5 学校と家庭、地域
社会との連携に努
める。
6 教職員の資質能
力の向上に努め
る。

3 1 生徒指導 3

◎個々の生徒の
思いや願いを大
切にしながら、基
本的な生活習慣
の確立と規範意
識の向上に努め
ている。
◎不登校生の状
況を把握し、適切
な働きかけをす
るよう心がけてい
る。

B

「教育相談の充実」に
ついては「学校生活
アンケート」の実施時
期を今年度から柔軟
に行い、各学年の状
況に応じて取り組ん
だ。また校内サポート
ルームの運用開始に
あたり、できる限り寄
り添える環境作りを整
えて、個々の生徒の
思いや願いを大切に
していくことを取り組
んだ。

不登校生徒へ
の取組は色々
と考え対策を
練っている。全
ての生徒の居
場所を作って
いくことは難し
いし、すぐに解
決できる問題
では無いが、
取り組みを続
けてもらいた
い。

生徒、保護者、教職
員を対象としたアン
ケートを実施し、集
約してグラフ化して
いる。また、学期に
１度、学校運営協議
会を開催し、学校だ
よりや全国学力・学
習状況調査の結果
報告書、学校ブログ
を元にした資料等を
用いて、学校の状況
を説明し意見集約し
ている。生徒や保護
者が学校運営に対
し、どう感じて、何を
求めているかを分
析して、引き続きよ
り良い学校運営を
目指して欲しい。

今年度は「学校
防災体制推進
校」としての体
験も踏まえ地域
と連携した防災
体制について推
進していた。ま
た生徒の居場
所づくりについ
ても、今年度か
ら始まった校内
サポートルーム
をはじめとした
不登校生に対
する支援につい
て充実を目指し
てもらいたい。

学校の取
組
防災安全
教育
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